
資料１－５

第 2期科学技術基本計画の抜粋（『安全』に係る部分） 
 
第 1章 基本理念 
１．科学技術を巡る諸情勢 
（２）２１世紀の展望 
  …２１世紀の世界が地球規模で直面する諸問題、すなわち、人口の爆発的

な増大、水や食料、資源エネルギーの不足、地球の温暖化、新しい感染症等

に対処すると同時に、… 
  …２１世紀を中長期的に見れば、生命科学の発展に伴って生ずる人間の尊

厳に関わる生命倫理の問題、遺伝子組換食品の安全性や、情報格差、さら

に環境問題等、科学技術が人間と社会に与える影響はますます広く深くな

ることが予想される。… 
２．我が国が目指すべき国の姿と科学技術政策の理念 
（３）安心・安全で質の高い生活のできる国の実現に向けて 
   －知による豊かな社会の創生－ 
   「安心・安全で質の高い生活のできる国」とは、本格的に到来する高齢

社会において国民が健康に生活できるよう疾病の治療・予防能力を飛躍的

に向上させること、自然及び人為的な災害やそれによる被害を最小限にと

どめること、人間活動の基盤をなす食料やエネルギーの安定供給を図るこ

と、地球環境と調和した産業活動や経済的発展を実現すること、さらに、世

界の中で安定した国際関係を維持するとともに、人々が安心して心豊かに、

質の高い生活を営むことのできる国である。 
   こうした課題を根本的に解決するためには、科学技術の発展とその社会

への適切な活用が重要である。すなわち、疾病や災害の発生や影響拡大の

仕組みなどを解明し対策を立てていくことが必要であり、科学技術はこの

ための手段を提供する。同時に、科学技術には負の側面もあり、それへの

対応も適切に行うことを忘れてはならない。また、科学技術の先進国とし

て我が国が、発展途上国など国際社会が直面する多くの難問を解決すると

ともに、国際的地位と国の安全を維持するため、科学技術を活用する努力

を行うことも当然である。 
   具体的には、例えば、様々な疾患遺伝子の解明とそれに基づくオーダー

メイド医療を可能とする科学的・技術的基盤が形成されること、地震、台

風等の自然災害の被害が最小限に抑えられること、バイオテクノロジー等

の活用により良質な食料の安定的な供給が確保されること、科学技術の持

つリスクが軽減されることなどを可能とすることを目指す。これらによっ

て、発展途上国における感染症、災害対策にも貢献することが期待される。 
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   以上の３つの国の姿の実現に当たっては、次の点に留意することが必要

と考える。 
   ○ 我が国が２０世紀に営々として築き上げた世界第一級の科学技術の

蓄積を基盤に、これを２１世紀に持続し、力強く発展させていくこと

が必須である。これによって、我が国の直面する課題を解決するとと

もに、人類社会全体の発展に我が国が科学技術を基礎とした解決策を

示し積極的に貢献していくことを、同時に達成する展望をもつことが

できる。 
   ○ 我が国は、西洋諸国以外では最も早くから近代化の道を歩み始めた

国であり、科学技術文明と固有の文化との共存のあり方について苦悩

してきた長い経験を有する。この経験を踏まえて、世界の人々が、そ

れぞれの文化、価値観を維持しつつ、科学技術の恩恵を広く享受する

ことのできる環境づくりに貢献することが重要である。 
３．科学技術政策の総合性と戦略性 
③ 高度な科学技術に支えられ複雑化した現代社会では、科学技術の不適切な

利用や管理により、人間の生命・身体の安全を脅かすなどの科学技術の負の

側面が現れる状況が増している。こうした科学技術の両面性を踏まえて、「社

会のための、社会の中の科学技術」という観点に立つことが必要である。そ

うした認識の下に、科学技術と社会とのコミュニケーションを確立するとと

もに、科学技術に携わる者は、社会と人類に対する責任を自覚し、高い倫理

観をもたなければならない。 
６．科学技術振興のための基本的考え方 
（１）基本方針 
③科学技術の成果の社会への一層の還元を徹底する。 

 具体的には、 

 ● 食料、経済、産業、環境、健康、福祉、安全などに関して社会が求める

課題の解決に貢献すべく、これまで以上に緊密な産学官の連携関係を構築

することにより産業技術力の強化を図り、具体的に産業化・事業化に結び

つけていく。 
第２章 重要政策 
I． 科学技術の戦略的重点化 
  国際競争力の維持・強化、少子高齢化や地球環境問題への対応等、我が国

が直面する国家的・社会的課題を解決し、豊かで安心・安全な社会を構築・

維持できるよう、取り組むべき研究開発を重点化して推進する。… 
２．国家的・社会的課題に対応した研究開発の重点化 
  経済や産業の活性化により持続的に経済発展を遂げていくため、また、国
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民が安心して安全な生活を送るためには、重点分野に積極的、戦略的に投資

を行い、研究開発の推進を図らねばならない。重点化の方針としては、我が

国が目指すべき国の姿の実現に向けて必要となる科学技術分野の中から、 

  ● 新たな発展の源泉となる知識の創出（知的資産の増大） 

  ● 世界市場での持続的成長、産業技術力の向上、新産業・雇用の創出（経

済的効果） 

  ● 国民の健康や生活の質の向上、国の安全保障及び災害防止等（社会的

効果） 

  について、特に寄与の大きいものを評価し、 

  ① 少子高齢社会における疾病の予防・治療や食料問題の解決に寄与する

ライフサイエンス分野 

  ② 急速に進展し、高度情報通信社会の構築と情報通信産業やハイテク産

業の拡大に直結する情報通信分野 

  ③ 人の健康の維持や生活環境の保全に加え、人類の生存基盤の維持に不

可欠な環境分野 

  ④ 広範な分野に大きな波及効果を及ぼす基盤であり、我が国が優勢であ

るナノテクノロジー・材料分野 

  の４分野に対して、特に重点を置き、優先的に研究開発資源を配分するこ

ととする。 

（１）ライフサイエンス分野 
  ● 食料安全保障や豊かな食生活の確保に貢献するバイオテクノロジーや

持続的な生産技術等の食料科学・技術 
   ライフサイエンス分野の推進に当たって、国は、基礎的・基盤的な研究

開発の実施に加え、融合領域等で必要となる研究者・技術者の養成・確保、

生物遺伝資源等の知的基盤の整備と幅広い利用の促進、特許を巡る国際的

な課題への対応、科学的知見に基づく安全性の確保とそのための基盤の整

備、国民の理解の増進、倫理面のルール整備等を推進する。 
（２）情報通信分野 
   …電子商取引、電子政府、在宅勤務、遠隔医療及び遠隔教育の実現・普

及など、産業のみならず日常生活までの幅広い社会経済活動に大きな変革

をもたらすもので、国民が安心して安全な生活を送るための重要な基盤と

なりつつある。 
  ● ネットワーク上であらゆる活動をストレスなく時間と場所を問わず安

全に行うことのできるネットワーク高度化技術

  ネットワーク上での安全・安心な活動を担保するための制度等の整備、技

術開発のためのテストベッドの提供、標準化等の国際的な取組、国民が情
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報通信技術を活用することができるようにするための教育及び学習の振興

等に取り組む。さらに、コンピュータの誤作動・機能不全による災害、ネ

ットワークを介した不正行為による社会システムの機能停止への対策や、

プライバシー等の情報管理の在り方の検討、情報格差の是正について留意

する。 
（３）環境分野 
  ● 人の健康や生態系に有害な化学物質のリスクを極小化する技術及び評

価・管理する技術 
（４）ナノテクノロジー・材料分野 
  ● 安全な生活空間を保障するための安全空間創成材料技術

  …シミュレーション技術等の情報通信技術との融合による革新的材料開

発、国際標準化の促進、知的基盤の充実、環境・安全等の総合的評価技術

等の確立に取り組む。 
（５）エネルギー分野 
  エネルギー分野では、将来的に懸念されるエネルギー供給不安に備え、エ

ネルギー・セキュリティを確保する観点から現在の主力である化石燃料へ

の依存の低下を目指すとともに、地球温暖化防止等の地球環境保全や効率

化の要請に対応しつつ、安全で安定したエネルギー需給構造の実現を目指

す。 

  具体的には、燃料電池、太陽光発電、バイオマス等の新エネルギー技術、

省エネルギー・エネルギー利用高度化技術、核融合技術、次世代の革新的

原子力技術、原子力安全技術等が挙げられる。 
（７）社会基盤分野 
  社会基盤分野は、防災科学技術、危機管理に関する技術、自動車・船舶・

航空機・鉄道等の輸送機器、地理情報システム、淡水製造・管理技術等、

国民生活を支える基盤的分野であり、豊かで安心・安全で快適な社会を実

現するために、社会の抱えているリスクを軽減する研究開発や国民の利便

性を向上させ、質の高い生活を実現するための研究開発を推進する。 

  具体的には、地震防災科学技術、非常時・防災通信技術等の防災・危機管

理関連技術、ＩＴＳ（高度道路交通システム）等の情報通信技術を利用し

た社会基盤技術等が挙げられる。 
II． 優れた成果の創出・活用のための科学技術システム改革 
７．科学技術振興のための基盤の整備 
（１）施設・設備の計画的・重点的整備 
 （ａ）大学、国立試験研究機関等の施設の整備 
  …大学等が活発な教育研究活動を展開し、優れた人材と研究成果を生み出
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すため、安全で効果的に教育研究に専念でき、かつ国内外の優秀な学生や

研究者を引き付ける魅力に富んだ世界水準の教育研究環境を確保すること

が必要である。… 
（６）ものづくりの基盤の整備 
  …２０世紀後半に生み出された人工物質・素材等が、環境への影響、安全

性の評価を欠いたまま利用され、後に生命や地球環境に重大な悪影響を及

ぼしたことを真摯に受け止める必要がある。これに対する反省に立って、

その開発や利用・導入の前には、長期的な安全性についての評価や社会生

活・自然環境に対するリスク・アセスメントを徹底するとともに、その情

報を公開し、不断の見直しを図る。 
III．科学技術活動の国際化の推進 
１．主体的な国際協力活動の展開 
  地球温暖化等環境問題、食料問題、エネルギー問題、淡水管理、感染症対

策、災害の防止や被害の低減等の地球規模の問題の解決を目指した研究や

国際的な取組が必要となる基礎研究については、国際的な英知を結集して

推進すべく世界に向けて具体的な国際協力プロジェクトを提案し実施する

とともに、得られた成果は世界に還元していく。 
 
以上 
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